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ペ レ ッ ト 状 に 加 工 さ れ た 間 伐 竹 材 ( 竹 ペ レ ッ ト ) の 乳 牛

用 粗 飼 料 と し て の 利 用 性 に つ い て 、 泌 乳 成 績 お よ び 生 理

状 態 な ど か ら 検 討 し た 。 試 験 1 と し て 泌 乳 後 期 牛 を 、 試

験 2 と し て 泌 乳 中 期 牛 を 、 そ れ ぞ れ 4 頭 ず つ 供 試 し 、 粗

飼 料 と し て ス ー ダ ン 乾 草 の み を 給 与 す る Ｓ 区 と そ の 乾 物

比 5 0 ％ を 竹 ペ レ ッ ト 3 5 ％ ＋ ア ル フ ァ ル フ ァ ヘ イ キ ュ ー ブ

1 5 ％ で 代 替 す る Ｂ 区 の 2 処 理 を 設 け 、 予 備 期 1 0 日 本 期 4

日 を １ 試 験 期 と す る 2 × 2 ス イ ッ チ バ ッ ク 法 に よ り 処 理 の

差 を 比 較 し た 。そ の 結 果 、竹 ペ レ ッ ト の 採 食 性 は 良 好 で 、

試 験 2 で は Ｂ 区 の 乾 物 摂 取 量 が Ｓ 区 よ り も 有 意 に 高 か っ

た ( P < 0 . 0 1 ) 。 泌 乳 成 績 に つ い て は 、 両 試 験 と も 乳 量 に 差

は な か っ た が 、 試 験 2 の Ｂ 区 で 乳 脂 肪 率 が Ｓ 区 よ り も 有

意 に 高 か っ た ( P < 0 . 0 5 ) 。 血 液 成 分 と ル ー メ ン 内 ｐ Ｈ は 、

両 試 験 と も 処 理 間 に 差 を 認 め な か っ た 。 以 上 の こ と か ら 、

竹 ペ レ ッ ト は 乳 牛 用 粗 飼 料 と し て 利 用 可 能 で あ る と 判 断

さ れ た 。  
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